
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後の部 

 
 

 

時間：9：30～11:45 

基調講演①「こども達を支援する方法を 

『地域作り』の中で考える」 

講師：田中道子氏（あすか山訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ） 

 

基調講演②「こども達を支援する方法を 

『多職種連携』の中で考える」 

講師：岡田ふみえ氏（都立大塚病院） 

 

在宅療養児のためのフォーラム 

～家族の“よりよく生きる”を支えるための多職種連携～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午前の部 

日 時 

 

病気や障がいを持つ子どもの 

療育に関わる専門職種 

平成 29年 3月 18日（土）  

9：30～16：30  
（午前の部 9：00，午後の部 12：30 受付） 

 

 

 

時間：12：45～16：30 

 

１．話題提供 

 ①療育現場の立場から 

  堤 孝子氏（福岡療育支援ｾﾝﾀｰいちばん星）  

 ②訪問看護師の立場から 
  山下郁代氏（訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝいちばん星）  

③保護者の立場から 

 

２．ワールドカフェ（グループワーク） 

 「在宅療養児のために今私たちができること」 

後 援 

会 場 

主 催 者 
（お問い合わせ） 

福岡女学院看護大学 

 （〒811-3113 古賀市千鳥 1-1-7） 
 ※公共の交通機関をご利用ください 

 

① 福岡女学院看護大学 （酒井/光安） 
〒811-3113 古賀市千鳥 1-1-7 TEL092-943-4174(代)  FAX092-940-2341 

 URL：http://www.fukujo.ac.jp/ns/    

② 福岡療育支援センター いちばん星（担当 斉田）      
  〒811-0123 新宮町上府北 2-14-8 TEL092-963-4312 FAX092-692-9552 

 URL：http://ichibanboshi-polaris.com/page-1.html  

 

福岡県 古賀市 福津市 新宮町 

定員 

150 名 

対象者 

参加費 

午後の部 

無料 ※お弁当事前申し込み有（有料） 

⇒ 本活動は、子どもゆめ基金助成金によるものです。 

 

定員 

100 名

名 

フォーラムの目的 

在宅療養児とその家族の“よりよく生きる”を支える専門職が、所属や職種の垣根を越えて、自

由なディスカッションの場をつくります。また日々の活動への「ヒント」を得て、互いに助け合え

るような仲間作りと、専門職自身が元気になって、また明日から頑張ろうという気持ちになってい

ただくことを期待して開催します。 

 


